
クランクシャフトの挿入 専用工具があればシャフトの取り付けは簡単
⬅⬇クランクシャフトには、ピ
ストンリングと同じ「リング」
が取り付けられている。実は、
この「リング」があるために
クランクケースの段差が乗り
越えられない。そのために必
要な「専用工具」なのである。

⬆写真では解りにくいが、ベアリングの少し
手前に「段差」ができている。その段差の
先までクランクシャフトを入れなくてはな
らないので「専用工具」が必要なのである。

⬅この「専用工具」を
クランクケースの後
方にセットしたら、
続けてクランクシャ
フトを挿入していく。
たったこれだけの専
用工具だが、これが
ないとクランクシャ
フトは入れられない。

⬅⬆写真のようにク
ランクケースの後
方に「専用工具」
をセットしたら続
けてクランクシャ
フトを挿入する。
さらに指でシャフ
トをグッと押すと、
簡単にセットする
ことができるのだ。

⬆クランクシャフトにテーパーコレットとドライブワッシャーを
セットし、ナットでプロペラを締め付けるとこの作業は完了だ。

⬆写真のように「クランクシャフトのピン」が上死点
の少し手前になるようにセットする。この位置をキ
ープしたままの状態で、「カム」を組み立てていこう。

「カム」に刻印されたマークの位置に注意しながら組み立てていこう

⬆➡「カム」には刻印されたマークがあるの
で、クランクシャフトの位置に注意しな
がら刻印が「下」になるようにセットする。

⬆「カムカバー」はパーツク
リーナーなどを使って脱脂
し、それから組み込むこと。

➡カムフォロワーはバケツ
型になっていて、底が下
になるように挿入するこ
と。挿入する前には、ク
ロッツオイルを適量を流
しておくとベストである。
⬅コンロッドの刻印が見え
るようにセットしていく。

⬅ピストンピンの取り付け
は、ピストンとライナー
が一緒の状態のままでク
ランクケースの中に挿入
し、ピストンの「ピンの
穴」が見えたらピストン
ピンを挿入していこう。

⬆コンロッドの両端にあるメタル部分に
クロッツオイルを流し、続けてキャブ
関係を組み込んで完成させていこう！

⬆「クランクシャフト」と「カム」の位置が合っている
ことを確認するには、ピストンが上死点の少し手
前の時に左右のタペットが同じ位置にあればOK。

⬆ピストンピンを抜き取るため
の「穴」を塞ぐゴム製のカバ
ーは忘れずに取り付けること。

注※エンジンの組み立ては急ぎ足で説明しましたが、本誌「Vol.12」を参考にして組み立ててください！
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